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被災者受付 被災者対応エリア

災害時、医療拠点が開設される

大勢の被災者が来ることが予想される
‐ 効率的かつ素早い対応が必要

研究の背景

・医療施設 ・避難所
・福祉施設 ・自宅

医療拠点

被災者

（2015/12/13 JA高知病院での災害救護訓練の模様）
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被災者名簿の作成が必要
‐安否確認や状況把握の資料

研究の背景

被災者受付
・被災者情報を記録
・氏名や連絡先など
・タグに被災者情報を記載

タグ
被災者

医療対応
エリア

一般対応

介護対応
エリア

一般対応
エリア

・受付で記録した被災者情報を活用できない
・被災者情報の再記入の必要
・被災者への対応に時間がかかる

受付名簿
一般エリア
名簿

介護エリア
名簿

医療エリア
名簿

被災者

被災者要医療

要介護
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被災者と情報の流れ

災害発生

搬送又は付添自力又は付添

それぞれの対応エリア

タグ

被災者情報記載
被災者が身に着ける

受付名簿

被災者情報

タグ

被災者情報記載
被災者が身に着ける

・被災者情報の聞き取り
・氏名や連絡先など

総合受付

・被災者情報の聞き取り
・氏名や連絡先など

中重度負傷者受付

4



被災者と情報の流れ

中重度負傷者受付 総合受付

医療対応 一般対応

・赤エリア ・緑エリア
・黄エリア ・青エリア

・医薬品投与所

黄緑エリア 白エリア

対応情報

対応情報 対応情報

医療エリア
名簿

＋
被災者情報

＋
被災者情報

＋
被災者情報

介護エリア
名簿

一般エリア
名簿
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介護対応医療対応



課題
-受付で記録した被災者情報が活用できない
‐ 被災者情報を何度も記入
‐各エリアごとに個別の名簿が存在

被災者名簿作成データベースの構築
-名簿の一元化
-各受付の被災者情報を各エリア間で参照

研究の目的
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被災者への対応速度の向上



被災者名簿作成データベース

総合受付 中重度負傷者受付

災害発生

搬送又は付添自力又は付添

それぞれの対応エリア

タグ タグ

タグNoを記載 タグNoを記載

・タグNo
・氏名
・連絡先 etc…

被災者情報

データベース

被災者情報

受付名簿
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被災者名簿作成データベース

中重度負傷者受付 総合受付

医療対応 介護対応 一般対応

黄緑エリア 白エリア

対応情報 対応情報

・赤エリア ・緑エリア
・黄エリア ・青エリア

・医薬品投与所

対応情報

＋
被災者情報

＋
被災者情報

＋
被災者情報

医療エリア
名簿

介護エリア
名簿

一般エリア
名簿

医療対応
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被災者名簿作成データベース

中重度負傷者受付 総合受付

医療対応 一般対応

黄緑エリア 白エリア・赤エリア ・緑エリア
・黄エリア ・青エリア

・医薬品投与所

データベース

被災者情報 対応情報＋

タグNoをもとにデータベースに登録済みの被災者情報を参照

被災者情報に紐づけして対応情報を登録

被災者情報 エリア 対応情報
被災者１ 白 一時避難、安否確認
被災者２ 黄緑 落ち着かせて、移動待機
被災者３ 青 診察、処方箋発行

薬 医薬品処方

・各受付の被災者情報を活用、重複記入が不要に
・名簿の一元化

被災者名簿
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介護対応医療対応



アカウント管理

アカウント
‐発行、管理など
‐ データベース管理者が行う

アクセス制限
-アカウント発行時に権限を付与
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アクセス制限

被災者情報への権限

ボランティア 医療従事者

各受付 各対応エリア

被災者情報

データベース

参照

追加 参照

被災者情報の登録 対応情報登録の際に参照
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アクセス制限

対応情報への権限

医療従事者

医療対応
エリア

データベース

参照

追加

医療従事者

介護対応
エリア

ボランティア

一般対応
エリア

変更

参照

追加

変更

対応情報

参照

追加

変更
権限なし

データベース管理者
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・各受付にて被災者情報を入力
・被災者情報の追加権限が必要 タグNo

氏名（カナ）

性別

生年月日(年齢)

住所（地区名）

連絡先

付添人(タグNo)

トリアージ結果

入力画面（Webブラウザ）
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・対応エリアでの対応情報を入力
・対応情報への追加権限が必要

入力画面（Webブラウザ）

タグNo

エリア選択

ユーザＩＤ

対応内容

備考
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確認画面（Webブラウザ）

受付済み被災者の確認

・受付を済ませた被災者を確認
・被災者情報への参照権限が必要
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確認画面（Webブラウザ）

被災者名簿の確認

・被災者情報及び各エリアでの対応内容を確認
・対応情報への参照権限が必要
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被災者情報 対応情報



まとめ

結論
-医療拠点の情報整理、システム検討、設計
-被災者名簿作成データベースの構築

↓
-名簿の一元化、エリア間で情報共有
-被災者への対応速度の向上

今後の課題
- 変更履歴活用のため、情報のバージョン管理
- 素早い情報入力のため、ＵＩの拡充
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